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気道内加湿法（ネブライザーによる）

5 薬液カップに指示された吸入
薬剤または生理食塩水を入れ
（ⓐ），噴霧槽をセットする（ⓑ）

ⓑ

ⓐ

6 蛇管を噴霧槽の送風口へ差し
込んで接続する

●ジェットネブライザーの場合
・�吸入器（嘴管（しかん））に薬液
を入れる

嘴管

7 患者に合わせて，マスクまた
はマウスピースをセットする

2 呼吸しやすいように座位，ま
たはファウラー位をとる

4 風量と噴霧量を調節し，吸入
を開始する

3 マウスピースを軽くくわえて
もらう

●ジェットネブライザーの場合
・�嘴管を軽くくわえてもらう

5 吸入中は排痰しやすいよう，
ティッシュペーパーを手元に
置いておく

6 必要な患者にはすぐに吸引で
きるよう，準備しておく

7 呼吸困難や，気分不快などの
症状が生じたら知らせるよう
説明する

8 吸入終了後はうがいを促す

ネブライザーを準備する

準備1

2 患者氏名と準備した薬剤が指
示書通りであるか確認する

3 噴霧槽と薬液カップを取り外
し，蒸留水を作用水槽の水位
線まで入れる

噴霧槽
薬液カップホルダー

薬液カップ

作用水槽

4 薬液カップホルダーに薬液
カップを装着する

患者に目的と実施内容，方法，
所要時間について説明する

吸入を実施する1

基礎臨床看護技術第4版1刷 手順書 7-4.indd   1基礎臨床看護技術第4版1刷 手順書 7-4.indd   1 2025/11/12   11:412025/11/12   11:41


